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2022年度 環境経営レポート

　（対象期間：2022年６月～2023年５月）

宮本鉄工建設株式会社

2023年8月23日
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総エネルギ－使用量の削減し二酸化炭素排出量の削減に努めます

（事務所電力、現場仮設電力、営業車、重機燃料、その他化石燃料）

1 当社の事業活動、製品に関わる環境影響を常に認識し、自主的・積極的に環境への取組と周知徹底を図ること

により継続的な環境負荷の削減を図ります。

当社の事業活動、製品に関わる環境関連の法令、徳島県条例、阿南市条例、その他を遵守します。

当社の事業活動、製品に関わる環境影響のうち、以下の項目を環境管理重点テーマとして取り組みます。

一般廃棄物の削減及び産業廃棄物リサイクル率の向上

（事務所一般廃棄物、現場建設廃棄物）

水資源使用量の削減

（事務所水道水、現場仮設水道）

化学物質使用量の削減に努めます

（シンナー、塗料、接着材、コーキング剤など）

グリーン用品の積極購入に努めます

（事務所事務用品・設備機器、資材原材料など自社がエコになる活動）

エコロジーでエコノミーな商品を提案します

この環境経営方針は全社員に周知徹底し、外部の方へもレポートで周知徹底します。

環 境 経 営 方 針

＜環境理念＞

宮本鉄工建設株式会社は、地球環境の永年的保全が人類共通の重要であり緊急的な課題の一つであることを認識し、

全社をあげて環境負荷の低減および環境意識の向上に努力します。

（エコ住宅、エコオフィス、緑化、ヒートアイランドなど施工主、お客様がエコになる活動）

地域清掃活動や事務所廻りの清掃等社会貢献をします

（会社周辺・河川・公園など地域清掃、学校との協働、イベント参加など）

　　　　　　制定日：2009年8月17日

　　　　　　改定日：2018年7月7日

　　　代表取締役　　宮本　敏光
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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名

宮本鉄工建設株式会社

代表取締役社長　宮本　敏光

（２） 所在地

本　　　社 徳島県阿南市那賀川町赤池326番地1

資材倉庫 徳島県阿南市那賀川町赤池326

資材置場 徳島県阿南市那賀川町上福井

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 環境責任者 村上　修二 TEL：0884-42-0505

担当者 西田　知佳 TEL：0884-42-0505

（４） 事業内容

（５） 事業の規模

製品出荷額 5.6億円

主要工事件数 53件

本社 資材倉庫 資材置場 現場

21名 (15名）

342㎡ 1371㎡ 1933㎡ 53箇所

（６） 事業年度 6月～5月

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 宮本鉄工建設株式会社

本社

資材倉庫

資材置き場

活動： 土木・建築・鋼構造物工事業

全組織・全活動を対象とする

従業員　　　　　

延べ床面積　　　

土木・建築の設計施工　　鋼構造物の設計施工

（建築、土木、鋼構造物）
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□主な環境負荷の実績

【全社】

単位 2018年度 2021年度 2022年度

kg-CO2 44,058 50,312 58,632

トン 0.16 0.14 0.14

％ 100 100 100

トン 113.52 889.44

㎥ 54 48 50

調査回数 1 1 1

0.528ｋｇ-CO2/ｋWhを採用して計算

【事務所】

単位 2018年度 2021年度 2022年度

kg-CO2 27,471 30,388 30,053

二酸化炭素排出係数 0.528

トン 0.16 0.14 0.136

％

トン

㎥ 54 48 50

調査回数 0 0 1

【現場】

単位 2018年度 2021年度 2022年度

kg-CO2 16,587 19,924 28,579

二酸化炭素排出係数 0.528

トン 0 0.00 0.005

％ 100 100 100

トン 113.52 889.44

㎥ 0 0 0

調査回数 1 1 1

項　目

二酸化炭素総排出量

廃棄物排出量

　一般廃棄物量排出量

　産業廃棄物リサイクル率

産業廃棄物総排出量

総排水量

化学物質（事務所現場毎）

（注）電力の二酸化炭素排出係数： 2018年度は 0.485ｋｇ-CO2/ｋWhを採用して計算

（注）電力の二酸化炭素排出係数： 2019年度以降は

項　目

二酸化炭素総排出量

化学物質

廃棄物排出量

　一般廃棄物量排出量

　産業廃棄物リサイクル率

産業廃棄物総排出量

総排水量

化学物質

項　目

二酸化炭素総排出量

廃棄物排出量

　一般廃棄物量排出量

　産業廃棄物リサイクル率

産業廃棄物総排出量

総排水量
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□環境経営目標・実績

【全社】

（基準度) （目標） （実績） （目標） （目標） （目標）

kg-CO2 15,624 14,999 13,546 14,842 14,686 14,530

7,499 6,648

基準年比 (2018年） 96% 111% 95% 94% 93%

kg-CO2 28,434 27,297 45,085 27,012 26,728 26,444

13,648 21,480

基準年比 (2018年） 96% 61% 95% 94% 93%

kg-CO2 44,058 42,295 58,632 41,855 41,414 40,973

kg 157 151 141 149 147 146

75 74

基準年比 (2018年） 96% 107% 95% 94% 93%

％ 100 100 100

100 100

基準年比 (2018年） 100% 100% 100% 100% 100%

㎥ 54 52 50 51 51 50

26 26

基準年比 (2018年） 96% 104% 95% 94% 93%

調査回数 1回/年 1 1 1 1 1

基準年比 (2018年） 100% 100% 100% 100% 100%

件 2 7 3 4 4 4

【事務所】

（基準度) （目標） （実績） （目標） （目標） （目標）

kg-CO2 15,361 14,747 13,546 14,593 14,439 14,286

7,373 6,648

基準年比 (2018年） 96% 109% 95% 94% 93%

kg-CO2 12,110 11,626 16,506 11,505 11,383 11,262

5,813 9,430

基準年比 (2018年） 96% 70% 95% 94% 93%

kg-CO2 27,471 26,372 30,053 26,097 25,823 25,548

kg 154 148 136 146 145 143

74 71

基準年比 (2018年） 96% 109% 95% 94% 93%

㎥ 54 52 50 51 51 50

26 26

基準年比 (2018年） 96% 104% 95% 94% 93%

調査回数 1回/年 1 1 1 1 1

基準年比 (2018年） 100% 100% 100% 100% 100%

件 1 6 1 2 2 2

2022年

上段：通年

中段：期初より11月まで

上記二酸化炭素排出量合計

基準値
　　　　　　　　　　　年　度

　　項　目

※実績の％値は、目標達成率である

2022年

上段：通年

中段：期初より11月まで

上記二酸化炭素排出量合計

基準値 2023年 2024年

2025年

2025年

電力の二酸化炭素排出量

削減

CO2換算係数0.528

ガソリン・軽油の二酸

化炭素排出量削減

2024年

一般廃棄物の削減

産業廃棄物のリサイク

ル率

節水

ＰＲＴＲ物質使用量

点検・保管

製品・サービスへの

環境配慮

2023年

　　　　　　　　　　　年　度

　　項　目

電力の二酸化炭素排出量

削減

CO2換算係数0.528

ガソリンの二酸化炭素

排出量削減

一般廃棄物の削減

節水

ＰＲＴＲ物質使用量

点検・保管

製品・サービスへの

環境配慮
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【現場】

（基準度) （目標） （実績） （目標） （目標） （目標）

kg-CO2 263 252 0 250 247 245

126 0

基準年比 (2018年） 96% 0% 95% 94% 93%

kg-CO2 16,324 15,671 28,579 15,508 15,345 15,181

7,836 12,051

基準年比 (2018年） 96% 55% 95% 94% 93%

kg-CO2 16,587 15,924 28,579 15,758 15,592 15,426

kg 3 3 5 3 3 3

1.4 3.0

基準年比 (2018年） 96% 58% 95% 94% 93%

％ 100 100 －

100 100

基準年比 (2018年） 100% 100% 100% 100% 100%

㎥ 0 0 0 0 0 0

0 0

基準年比 (2018年） 0% 0% 0% 0% 0%

調査回数 1回/年 1 1 1 1 1

基準年比 (2018年） 100% 100% 100% 100% 100%

件 1 1 2 2 2 2

2022年

上段：通年

中段：期初より11月まで

上記二酸化炭素排出量合計

基準値 2023年

※実績の％値は、目標達成率である

・現場は遠隔地の現場だったため、ガソリン・軽油の二酸化炭素排出量削減の目標を達成することができ

なかったが、その他の項目は目標を達成することができた。

2024年 2025年

節水

ＰＲＴＲ物質使用量

点検・保管

一般廃棄物の削減

　　　　　　　　　　　年　度

　　項　目

電力の二酸化炭素排出量

削減

CO2換算係数0.528

ガソリン・軽油の二酸

化炭素排出量削減

産業廃棄物のリサイク

ル率

製品・サービスへの

環境配慮
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容①

【事務所】

◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況 継続／変更

数値目標

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

数値目標

○ 継続

○ 継続

○ 継続

数値目標

○ 継続

○ 継続

○ 継続

数値目標

○ 継続

○ 継続

○ 継続

数値目標

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

取り組み計画 評価と次年度の取り組み内容

電力による二酸化炭素排出量の削減

■上方修正　　□下方修正　　□基準見直し
・事務室、工場などの照明は、不必要な時は消灯している

・空調の適温化（冷房28℃程度、暖房20℃程度）を徹底している

・使用していない部屋の空調を停止している

・クールビズ/ウォームビズど服装の工夫をして、冷暖房の使用を抑えている

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減

□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・定期的自主点検および施工開始時点検を実施する

・無駄や無理のない運転を行う

・低燃費車両への入れ替え

一般廃棄物の削減

■上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・分別の徹底

・裏紙の使用

・書類の電子化

産業廃棄物のリサイクル率の向上

□上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・分別コンテナ（ボックス）の設置

・工事現場での分別の徹底

・リサイクル可能な処理業者への委託

節水

■上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・作業車両の洗車回数を減らす

・蛇口に節水等の標示を行い節水活動を励行する

製品・サービスへの環境配慮

・建築物・工作物等の長寿命化を指向する

・エネルギーの削減と省資源化を提案する

環境教育

・環境経営方針・経営目標・経営計画の周知

・環境経営目標・環境活動進捗状況確認・評価

経済と環境両面から進めて、より普及できる

よう努めていきたい。

良好に進んでいる。

目標を達成できたことについては評価でき

る。今後はオンデマンド契約等の電気そのも

のの見直しに入っていきたい。

数値目標は達成できなかったが、取組自体は

良好に進んでいる。

分別の次のステップとして、印刷の必要・不

必要といった分別へと進んでいきたい。

良好に進んでいる。

機器の入れ替え等によって次年度への期待が

できる。
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容②

【現場】

◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況 継続／変更

数値目標

○ 継続

数値目標

○ 継続

○ 継続

数値目標

○ 継続

○ 継続

○ 継続

数値目標

○ 継続

○ 継続

○ 継続

数値目標

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

取り組み計画 評価と次年度の取り組み内容

電力による二酸化炭素排出量の削減

■上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・使用していない部屋の空調を停止している

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減

□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・定期的自主点検および施工開始時点検を実施する

■上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・作業車両の洗車回数を減らす

・蛇口に節水等の標示を行い節水活動を励行する

・無駄や無理のない運転を行う

一般廃棄物の削減

■上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・分別の徹底

・裏紙の使用

・書類の電子化

産業廃棄物のリサイクル率の向上

製品・サービスへの環境配慮

・建築物・工作物等の長寿命化を指向する

・エネルギーの削減と省資源化を提案する

環境教育

・資格取得・更新のため研修会参加

・火災対応訓練、地震対応訓練

良好に進んでいる。

□上方修正　　□下方修正　　□基準見直し

・分別コンテナ（ボックス）の設置

・工事現場での分別の徹底

・リサイクル可能な処理業者への委託

節水

経済と環境両面から進めて、より普及できる

よう努めていきたい。

目標を大きく達成できたことについては評価

できる。より一層の削減に努めたい。

取組そのものは順調ではあるが、目標値には大き

く届かなかった。

次年度は取組は継続しながらも単位あたりの使用

量についても導入を検討する。

分別の次のステップとして、印刷の必要・不

必要といった分別へと進んでいきたい。

良好に進んでいる。

良好に進んでいる。
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

なお、関係当局よりの違反等の指摘ならびに訴訟等は、過去３年間ありませんでした。

□代表者による全体の評価と見直し

□環境活動の紹介

実施体制 無

阿南市条例 一般ゴミ

廃棄物処理法 コンクリート殻　アスファルト殻

徳島県生活環境保全条例 土砂等の埋め立て等に関する環境保全・アイドリング防止

見直しの有無

環境経営方針 無

環境経営目標・環境経営計画 無

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

目標値に対する実績として、去年に続き、自動車用燃料以外の項目では目標値を達成することができた。

自動車燃料の削減については目標値を大きく下回った。

下回った要因としては

①人員増および現場増に伴う車両の増加

②遠方の現場の受注

③受注量の増加

上記３点が主な要因となっており、現場の始まる7月以降に顕著に現れている。ユニック車やダンプトラックといっ

た建設車両の使用は必要不可欠ではあるが、乗り合わせや小さい車両での移動が可能な場合は乗り換え等を推進し、

悪条件下でもある程度の成果を挙げられるよう努めていきたい。また、定量的に推移を見守るためにも、現場の受注

金額・移動距離による割戻しを行い、単位あたりのエネルギーの使用量の算出について参考値として採用した。

電力使用量に関しても節電効果が現れ、目標以上の効果が得られた。

水資源については概ね目標値を達成することができた。

提案事項についてはゼロエネルギーハウスの推進していきたい。

また、自社の設備等の老朽化に伴う設備の入れ替えについては順調に推移している。

今年度も設備の入れ替え時には環境配慮型を検討していきたい。

環境にもお財布にも優しい住宅・土木構造物・鋼構造物作りを目指しております

詳しくは　http://www.miyahome.co.jp/まで
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